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－     －4
２．国策としての観光振興














































































































－     －7
　④観光教育研究先進大学（又は学部）と提携し、ｅ-ラーニングシステムを用いた先進観
　　光教育の習得
　⑤我が国の伝統や文化を外国へ発信
　⑥インター ンシップの強化
　⑦多様なカリキュラムの策定（客員教授等による寄付講座の開設等）
　⑧「観光学」のコンセプト創造
　大まかな構想は以上であるが、本学科を成功裡に導き、当初の目的を達成するには教員の
意識の高揚と限りなき熱意溢れる指導が不可欠である。本学科の専任教員は高邁な理念と無
限に近い意欲でもって教育研究に取り組んでくれると確信している。そうすることによって、本
学が掲げる「学生満足」を達成することができる。とともに、国や地域からの熱い期待にも応
えることができると確信している。幸い、本学科に対する受験生の関心も高く、志願状況を見
ると全体で 10 倍近くに達している。多くの優秀な学生を迎え入れることができるものと信じてお
り、入学後の指導如何によっては将来の観光分野を担う人材になってくれることと大きな期待
を持っている。
５．おわりに
　　観光学科設置に際しては多くの方々に支援を頂いている。衆議院議員の二階俊博先生、
西　博義先生、参議院議員の鶴保庸介先生をはじめとする国会議員の先生方、文部科学省
の徳永保研究振興局長（当時　高等教育審議官）や法人支援課の課長はじめ課員の皆さん
方、知事はじめ県職の方々、商工会議所、特に女性会（森下会長）の皆さん方、経営者協
会、経済同友会等、列挙できない位多くの方々から厚きエールを頂いた。そうした学外の支援
とともに学内においても全学挙げて協力体制を取ってくれた。多くの力が重なり合ってできた学
科であり、懸命な努力を行なうことによってこうした各位への恩に報いなければならない。この
ことが今後の大学の大きな使命でもある。
　最後に、観光学科の今後について少し触れておきたい。当初、学科ではなく、学部設置を
文部科学省に申請してきた。なぜなら、学科では教員定員が少なく、観光に関しての総合的
な教育研究に支障が生じ、偏在した知識の供与に終始する傾向があると考えているからである。
現在の観光は、従来の物見遊山的な観光に比べ非常に多様化し、その推進にはこれまで以
上にはるかに高度な知見やノウハウの習得が求められる。従って、学科ではどうしても供給で
きる知識が偏在化し、総合的な能力を有する人材育成には限界があると考えている。こうした
事由により、設置するのであれば学科ではなく学部として設置して頂きたいと文部科学省に要
望してきた。こうした意図は理解されていると考えているが、色々な事情でもって今般は学科
からスター トすることとした。しかし、上述のように、我 と々してはあくまで学部設置を目指し、
更に大きな期待を受ける教育研究組織の確立を図って行きたい。その意味では、学内外の多
くの機関・多くの方々からの更なる大きなご支援をお願いしてペンを置きたい。
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